
 

 

 

 

 

 

 

 
 １０月２日（水）、飯豊町町民総合センターあ～すを会場に、標記研修会を開催しました。本研修会は、山形

県と住友生命との包括連携協定により県内４地区を持ち回りで開催しているものです。年度初めに公募を行っ

たところ、飯豊二小放課後チャレンジクラブよりお申込みがあり、この度の開催に至りました。置賜地区の放

課後子ども教室、放課後児童クラブ関係者だけでなく、他地区からもオンラインで参加いただく等２０名の方

に学びを深めていただきました。 

 前段の「ほうかご勉強会」では、「子どもの興味を広げる放課後の体験活動とは？」のテーマに基づき、グル

ープごとに情報共有、意見交換を行いました。日頃の業務で悩んでいることや他の教室、クラブで実施してい

る活動に関する質疑応答等、休憩時間になっても熱心に話し合う姿が見られました。 

 後段の「スミセイアフタースクールプログラム参観」には、飯豊町立第二小学校の全校児童が参加しました。

天文学普及プロジェクト「天プラ」代表博士の高梨直紘氏を講師に迎え、「宇宙の未来」について映像を交えな

がら講師の話を聞いたり、惑星の大きさを体感したりしました。映像を使った宇宙旅行体験では、時折、子ど

も達から歓声が上がる等、宇宙の大きさを実感しながら熱心に見入っている様子が印象的でした。普段の放課

後活動では味わうことができない貴重な体験の機会となったようです。 

 次回の置賜開催は４年後の予定です。まだ先のことにはなりますが、またとない機会ですので、ご検討いた

だけますと幸いです。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 ９月２５日（水）に、第２回放課後子ども指導者等研修会をオンラインで開催し

ました。「発達特性等での配慮が必要な子への接し方」と題して、山形県立保健医

療大学作業療法学科准教授の森直樹氏よりご講演いただきました。７８名の放課後

子ども教室、放課後児童クラブ関係者、行政担当者に参加いただき、二次障害を防

ぐ方法、発達障害がある子どもの支援の在り方、日常の様々な場面での具体的な対

応の仕方等について学びを深めました。 

 参加者からは「禁止事項を言う時は望ましい言動もセットで指示することを心がけようと思いました。」や

「個性として受け止めてあげること、良いことに目を向けてあげることが大切だと改めて感じました。」等の感

想が寄せられました。 

 今年度の研修会はこれで終了となりましたが、次年度も関係者のニーズを捉えた研修会を実施して参ります。

多くの方のご参加をお待ちしております。 
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 １０月１８日（金）河北町「サハトべに花」を主会場に、第１５回山形県社会教育研究大会が開催されまし

た。置賜地区からは７０名を超える多くの皆様にご参加をいただきました。県社教連表彰では、宇山栄一氏（米

沢市）、安達英一氏（長井市）、南原コミュニティセン 

ター（米沢市）、飯豊町西部地区公民館（飯豊町）が 

長年の功績が認められ、栄えある受賞をされました。 

大変おめでとうございました。 

また、午後の分科会では、白鷹町荒砥コミュニティセンターの新野安子氏（第１分科会）、高畠地区子ども会

育成連絡協議会の金子睦夫氏（第４分科会）より、事例発表いただきました。新野氏からは、人を巻き込みな

がら地域課題を事業づくりにどう生かしていくかのヒントや工夫の数々を、金子氏からは、改めて地域で子ど

も達を育てることの重要性を中心に、示唆に富む事例をご紹介いただきました。 

好事例の裏にある発表者の「地域に対する熱い思い」に触れ、今後の 

社会教育を推進していくエネルギーをいただいたように思います。 

この学びの流れを次年度開催地である川西大会に引き継ぎ、次年度 

第１６回大会は、置賜のカラーを大切にした大会運営を目指していき 

たいです。 

 

 

 
 １０月９日（水）、浜田広介記念館を会場に標記研修会を開催しました。山形市立第一小学校の地域学校協働

活動推進員である堀川敬子氏をお招きし、事例発表とグループワークを行いました。 

 事例発表では、昼休みの子ども達の見守り活動を「ロング仲見守りウォーキング」と命名し、子ども達の見

守り活動を地域の健康活動として位置付ける等、既存の活動に付加価値をつけるアイディアや学校運営協議会

の委員同士がより近い関係でいることの重要性について、具体的にお話しいただきました。 

 参加者からは、「学校運営協議会の進め方についてヒントが得られた。」や「い

ろんな事例から、また情報交換から学ぶことが多くあり、似たような地域環境で

具体的に話し合いができてよかったです。」といった感想が寄せられました。 

 本研修会は、先進事例等の情報共有、意見交換が大きな目的ですが、推進員同

士の横のつながりを作っていただくことも目的の一つとなっております。ぜひ、

次年度も多数の皆様にご参加いただき、日々の業務に活かしていただけますと幸

いです。 

 

 

 １０月１１日（金）、南陽市立漆山小学校の第２回学校運営協議会において、「CSと地域学校協働活動」につ

いて出前講座を実施しました。協議会にも参加させていただき、会議で話し合われたことが実現した事例等を

伺い、私共としましても大変勉強になったところです。 

 この度は１５分という短時間のコースでお話をさせていただきました。講座の内容、時間につきましては、

主催される団体様のご要望に応じていかようにもアレンジさせていただきます。ぜひ、CS と地域学校協働活

動を一体的に推進していくために、出前講座のご用命をお待ちしております。 

 

 

先進事例に学ぶ 

出前講座第３弾 

 

※裏面に置賜社会教育振興会関連の研修会案内がございます。どちらも申込〆切 28日（月）となります。 



 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※裏面に置賜社会教育振興会関連の研修会についてご案内を掲載しております。併せてご覧ください。 



 

 

 


